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現
在
の
北
斗
市
地
域
で
は
約
３
０
０
年
前
ま

で
和
人
と
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
共
に
交
じ
り
合
っ

て
く
ら
し
て
お
り
、
そ
の
名
残
で
あ
る
ア
イ
ヌ

語
由
来
の
地
名
が
今
も
の
こ
っ
て
い
る
こ
と
は

当
コ
ラ
ム
で
紹
介
し
て
き
た
と
お
り
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
そ
の
一
部
に
つ
い
て
抜
粋

し
、
少
し
詳
し
く
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
七
重
浜
：nuwean-nay 

ヌ
ウ
ェ
ア
ン
・
ナ
イ

〔
意
味
〕
獲
物
が
た
く
さ
ん
と
れ
る
・
沢

【
古
例
】
『
松ま

つ

前ま
え

西に
し

東ひ
が
し

在ざ
い

郷ご
う

並な
ら
び
に

蝦え

夷ぞ

地じ

所し
ょ

附づ
け

』

（
享

き
ょ
う

保ほ
う

12
年
・
１
７
２
７
）
「
な
ゝ
え
浜
」

【
江
戸
時
代
別
表
記
】
七
重
の
は
ま
、
七
重
乃

浜
、
ナ
ゝ
イ
浜
、
七
内
濱
（
な
な
い
は
ま
）

※
か
つ
て
七
重
浜
を
河
口
と
し
た
石
川
は
、
上

流
の
山
裾す

そ

（
現
在
の
七
飯
町
中
心
付
近
、
当
時

の
七
重
村
）
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

松ま
つ

浦う
ら

武た
け

四し

郎ろ
う

『
蝦え

夷ぞ

日に
っ

誌し

』
に
は
「
七
重
濱
は

七
重
村
の
出で

郷ご
う

な
れ
ば
也
」
と
あ
り
、
当
時
の

川
辺
の
豊
か
な
恵
み
と
そ
れ
が
つ
な
い
だ
人
の

営
み
を
感
じ
さ
せ
る
地
名
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

・
久
根
別
：kunne-pet 

ク
ン
ネ
・
ペ
ッ

〔
意
味
〕
黒
い
（
濁に

ご

っ
た
）
・
川

【
古
例
】
『
松ま

つ

前ま
え

蝦え

夷ぞ

記き

』
（
享
保
２
年
・

１
７
１
７
）
く
ん
ね
別

【
江
戸
時
代
別
表
記
】
く
ね
べ
つ
、
く
ね
べ
川
、

ク
ン
ベ
ツ
、
ク
子ネ

ベ
ツ

※
現
在
の
北
斗
市
平
野
部
、
特
に
久
根
別
川
と

大
野
川
の
間
は
上
流
か
ら
堆
積
し
た
黒こ

く

色し
ょ
く

土ど

壌じ
ょ
う

で
あ
る
た
め
、
そ
こ
を
通
る
川
は
濁
り
、
川
底

は
黒
く
見
え
た
の
で
し
ょ
う
。

・
有
川
：（h

）aru-us-pet 

ア
ル
・
ウ
シ
ュ
・

ペ
ッ
〔
意
味
〕
食
料
・
群
生
す
る
・
川

【
古
例
】
『
津つ

軽が
る

一い
っ

統と
う

志し

』
（
寛か

ん

文ぶ
ん

10
年
・

１
６
６
９
）
あ
る
う
川

【
江
戸
時
代
別
表
記
】
あ
る
か
、
あ
る
川
、
有

川
、
ア
リ
カ
ワ　

※
あ
る
川
・
あ
り
川
の
ブ
レ

は
18
世
紀
末
に
お
こ
り
、
の
ち
あ
り
川
優
勢
に
。

　

※
か
つ
て
久
根
別
川
と
大
野
川
は
下
流
で
合

流
し
、
そ
こ
か
ら
河
口
ま
で
を
有
川
と
呼
び
ま

し
た
。
つ
ま
り
当
時
の
有
川
の
本
流
は
現
在
の

大
野
川
を
指
す
の
で
す
が
、
当
時
は
細
か
く
蛇

行
し
て
お
り
、
河
岸
に
は
収
穫
に
適
し
た
植
物

（aru

）が
繁は

ん

茂も

（us

）
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
を
あ
ら
わ
し
た
地
名
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

・
戸へ

切き
り

地ち

：peker-pet 

ペ
ケ
レ
・
ペ
ッ

〔
意
味
〕
澄
ん
だ
（
透
明
な
）
・
川

【
古
例
】
『
松
前
蝦
夷
図
』
（
寛
文
８
年
・

１
６
６
７
）
ヘ
ケ
レ
ケ
レ
チ

【
江
戸
時
代
別
表
記
】
へ
き
れ
ち
、
へ
け
れ
ち
、

辺
げ
れ
ち
、
辺
化
礼
地
、
辺
幾
利
知
、
戸
切
知

　

※
ク
ネ
ベ
ツ
（
黒
い
川
）
と
あ
る
種
対
比
と

な
る
地
名
で
す
。
実
際
、
河
床
礫れ

き

も
多
く
、
河

水
は
比
較
的
澄
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
こ

の
川
の
上
流
に
現
在
位
置
し
て
い
る
の
が
北
斗

市
の
水
が
め
の
一
つ
、
上
磯
ダ
ム
で
す
。

・
茂も

辺へ

地じ

：
①m

u-pet 

ム
ー
・
ペ
ッ
②m

o-
peci 

モ
・
ペ
シ

〔
意
味
〕
① 

塞ふ
さ

が
る
・
川
②
静
か
な
・
そ
の
川

【
古
例
】『
ゑ
ぞ
の
絵
図
』（
寛
文
８
年
・

１
６
６
７
）
モ
ヘ
チ

【
江
戸
時
代
別
表
記
】
茂
戸
地
・
モ
ン
ベ
ツ

　

※
時し

化け

な
ど
の
時
に
河
口
が
塞
が
る
の
で

「m
u-pet

」、静
か
に
流
れ
る
姿
か
ら「m

o-
peci

」
と
両
方
の
説
が
江
戸
時
代
か
ら
存
在
し

ま
す
。
後
者
の
場
合
は
道
北
の
紋も

ん

別べ
つ

や
日
高
の

門も
ん

別べ
つ

と
同
じ
語
源
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

・
当
別
：
①To-pet

ト
ー
・
ペ
ッ
②To-un-pet 

ト
ー
・
ウ
ン
・
ペ
ッ
）

〔
意
味
〕
①
沼
・
川 

②
沼
・
あ
る
・
川

【
古
例
】
『
松
前
蝦
夷
図
』
（
寛
文
８
年
・

１
６
６
７
）
ト
ウ
ヘ
チ

【
江
戸
時
代
別
表
記
】
ト
ウ
ヘ
ツ
・
ト
ウ
ベ

ツ
・
ト
ツ
フ
ヘ
ツ
・
ト
ヲ
ウ
ン
ヘ
ツ

　

※
当
別
川
の
上
流
に
か
つ
て
沼
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
か
ら
つ
い
た
地
名
で
す
。
な
お
そ
の

沼
は
江
戸
末
期
の
頃
に
は
す
で
に
埋
も
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
と
の
こ
と（『
蝦
夷
日
誌
』）。

　

今
は
知
り
得
な
い
土
地
の
歴
史
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
地
名
を
調
べ
る
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
北
斗
市
内
に
の
こ
る
ア
イ
ヌ
語

地
名
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
度
は
逆
に

ア
イ
ヌ
語
で
は
な
い
地
名
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

・
大
野

『
大
野
町
史
』
な
ど
で
「onne

（
大
）
＋nup

（
野
）」を
語
源
説
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
ま
す
が
、

「onne

」（
老
い
た
）を
こ
の
形
で「
大
き
い
」

と
し
て
使
う
こ
と
は
な
く
、「
大
き
な
野
原
」

を
表
現
す
る
場
合
は
「sep-nup

（
広
い
・
野

原
）」あ
る
い
は
川
沿
い
の
地
形
条
件
で
あ
れ
ば

「si-nutap

（
大
き
な
・
平
原
）」
と
な
り
ま
す
。

「
大
野
」
地
名
は
『
津
軽
一
統
志
』
（
寛
文
10

年
・
１
６
６
９
）
よ
り
一
貫
し
て
漢
字
表
記
で

あ
り
、
和
語
由
来
と
見
る
の
が
自
然
で
し
ょ
う
。

・
上
磯

「「kam
uy-so

（
神
のor

巨
大
な
・
滝
）」

「kam
a-iso

（
平
た
い
・
岩
）」
な
ど
の
巷こ

う

説せ
つ

が

散
見
さ
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
明
治
時
代
以
降

に
音
だ
け
で
当
て
は
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
地
名
と
し
て
の
上
磯
は
明
治
２

年
（
１
８
６
９
）
に
松
浦
武
四
郎
が
郡
名
と
し

て
提
議
す
る
ま
で
存
在
せ
ず
、
江
戸
時
代
に
用

い
ら
れ
た
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
と
と
も
に
生
ま
れ

た
地
名
で
あ
る
、
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
名
を
調
べ
る
と
、
各
土
地

ご
と
の
歴
史
や
特
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

（
郷
土
資
料
館　

時
田　

太
一
郎
）

番外編

　
は
る
か
む
か
し
、
旧
石
器
時
代
・
縄
文
時
代

か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
一
万
有
余
年
の
間
こ

こ
北
斗
の
地
で
営
ま
れ
続
け
た
人
類
の
歩
み
─

当
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
北
斗
の
歴
史
に

つ
い
て
、「
遺
跡
」
に
焦
点
を
あ
て
て
紹
介
し
ま

す
。
今
回
は
番
外
編
、
シ
ョ
ー
ト
コ
ラ
ム
で
す
。


